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と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

難　ヒ

　とかく家にひきこもりがちな身体障害者が．スポーツ

を通しての体力増進や、社会参カロをすることをテーマに

して行われた体育大会です。（6月2Eヨ．川□町運動公園）。

“思いきり汗を流す素晴らしさ、￥“勝敗は抜き、一日楽

しく。“力を合わせる団体競技がおもしろい、＼など参カロ

十日町チームの感想です。

　　　来年の大会は当市を会場に行われることが決まっ

ています。
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る日「センターの活用方法を考える」座談会

し
っ
か
り
し
た
運
営
を

．
魏
顕
漣
よ
っ
て
一
般
の
人
た
ち
と
ふ
れ

　
・
民

　
市
合
う
場
も
大
切
な
こ
と
。

　
％

　関係者にとっても長年の悲願だったといえる「身体障害者福

祉センター」建設が進行しています。

　このセンターは＼来年4月に開館予定で￥市内塚原町（保健

所隣り）に位置し＼人□／0万人規模の施設としては全国98番目

のもの。事業は＼ディサービス事業を主体に＼障害者（児）通

所事業（つつじ工房とつくし園）が加わり．これからの障害者

福祉の核になる施設ともいえます。それ故に運営体制が重要に

なってきますが＼6目／日開催された「市民と語る日」でも黛セ

ンターの有効活用のために、＼をテーマに＼問題点の検討やソフ

ト・ハード両面でのいろんな要望が出されました。

　市民と語る日で提案された主な内容とつつじ工房＼つくし園

などの現況をお知らせしますが＼新しい施設が整備されること

によって新しい展開がなされる障害者福祉について￥皆んなで

考えることも大切なことといえます。

　
　
　
　
森
本
　
忠
彦
さ
ん

通
所
事
業
と
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

が
共
存
す
る
と
い
う
全
国
的
に
も
め
ず

ら
し
い
施
設
。
そ
れ
だ
け
に
し
っ
か
り

と
し
た
運
営
が
大
切
だ
と
思
う
。
中
心

と
な
る
ス
タ
ッ
フ
に
適
応
な
人
材
と
人

数
を
。
ま
た
、
建
設
位
置
か
ら
南
中
や

十
実
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請
な
ど
を
，

行
う
こ
と
や
、
地
域
の
人
た
ち
が
使
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を

　
　
　
長
谷
川
キ
ミ
さ
ん

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
一
生
懸
命
や

ら
さ
せ
て
も
ら
う
が
、
も
っ
と
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
を
養
成
す
る
こ
と

が
大
切
と
思
う
。
中
学
生
な
ど
若
い
う

ち
に
身
障
者
と
つ
き
合
う
機
会
を
増
や

し
て
ほ
し
い
も
の
。

送
迎
体
制
に
一
考
を

　
　
　
佐
野
　
喜
市
さ
ん

現
在
、
子
ど
も
の
送
迎
を
園
長
さ
ん

自
ら
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
事
故
で

も
起
き
た
ら
…
…
と
心
配
し
た
り
不
安

で
も
あ
る
。
せ
め
て
、
専
門
的
な
運
転

手
さ
ん
か
ら
や
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
ご

検
討
を
。
そ
の
分
園
長
さ
ん
も
他
の
こ

と
も
出
来
る
の
だ
か
ら
。
ぜ
ひ
お
願
い

し
た
い
こ
と
で
す
。

で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で

　
　
　
　
阿
部
　
洋
子
さ
ん

　
ゆ　
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
東
京
の

施
設
に
電
話
し
て
聞
い
た
が
、
素
人
の

人
が
携
わ
る
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス
面
が
多

い
と
の
こ
と
。
ぜ
ひ
専
門
的
な
療
法
士

や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
人
を
非
常
勤
で
も

良
い
か
ら
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。
（
子
を
も
つ
親
と
し
て
思
う
こ

と
は
）
、
自
分
た
ち
で
出
来
る
こ
と
は
自

分
た
ち
で
、
出
来
な
い
こ
と
を
行
政
な

ら
行
政
に
お
願
い
す
る
…
…
そ
ん
な
こ

と
が
大
事
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

レ
ク
と
セ
ン
タ
ー
の
結
び
つ
き

　
　
　
根
津
　
明
子
さ
ん

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
こ
の
十
日
町
に

育
つ
か
と
い
う
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
な
か
ま
の
家
（
川
西
町
）
に
市
民

が
多
い
の
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
川
西

の
人
よ
り
少
な
い
と
い
う
こ
と
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
が
大
き
な
課
題
で

す
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
の
セ
ン
タ
ー
な

の
だ
か
ら
、
障
害
を
問
わ
ず
遊
び
あ
え

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
概
要

　
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
身
体
障

害
者
な
ど
に
対
し
て
各
種
の
相
談

に
応
ず
る
と
と
も
に
創
作
・
軽
作

業
、
健
康
の
増
進
、
教
養
の
向
上

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、

機
能
回
復
訓
練
な
ど
の
事
業
を
行

う
。
な
か
で
も
、
在
宅
障
害
者
デ

ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
中
心
ぼ
な

り
、
日
常
生
活
訓
練
、
社
会
適
応

訓
練
、
軽
作
業
な
ど
を
行
う
。
〔
総

事
業
費
約
一
億
四
千
万
円
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
（
一
部
塔

屋
四
階
建
）
エ
レ
ベ
ー
タ
i
付
〕
。

　
　
　
　
　
　
　
、

る
レ
ク
の
適
応
性
を
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
う
し
、
レ
ク
指
導
者
と
セ
ン

タ
ー
を
多
く
の
機
会
に
結
び
つ
け
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

・
会
員
以
外
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い

　
　
　
林
　
　
光
男
さ
ん

　
一
般
の
視
覚
障
害
者
と
の
つ
な
が
り

が
も
て
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
と
考
え

　座談会出席者
上村順平さん
　（市社会福祉協議会）
松井愛美さん
　（市社会福祉協議会）
上村正平さん
　（肢体障害者会）
林　　 光男さん
　（視覚障害者会）
春　日　賢治さん
　（聴覚障害者会）
石　沢　正二郎さん
　（肢体不自由児（者）父母の会）

樋熊憲三郎さん
　（傷　　療　　軍　　人　　会）

柳　　　　実さん
　（手をつなぐ親の会）
阿部　洋子さん
　（手をつなぐ親の会）
根　津和　子さん
　（郡市チャリティコール実行委員会）

水落三郎さん
　（市ボランテーリング花園）

佐野喜市さん
　（つつじ工房保護者会）
山　ロ　セイ子さん
（つ　く　し園保護者会）
関　口　美枝さん
（重度身体障害者巡回相談員）

森本忠彦さん
（ボランティア・ビューロー）

根津明子さん
（レクリェーション同好会）
長谷川　キ　ミさん

（朗読サークル）＜市側＞

市長・助役・総務部長・市民部長
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て
い
る
。
会
員
以
外
の
人
が
セ
ン
タ
ー

に
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
組
織
づ

く
り
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
れ
ば
…
…
。

資
金
活
動
を
独
自
に

　
　
　
　
　
根
津
　
　
和
子
さ
ん

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ー
ル
実
行
委
員
会
と

し
て
は
、
協
力
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

を
検
討
し
な
が
ら
、
独
自
の
資
金
活
動

を
し
て
役
立
っ
て
い
き
た
い
。

　
ス
タ
ー
ト
し
て
三
年
目
、
心
身

に
障
害
を
持
っ
た
人
達
が
、
何
か

仕
事
を
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
で

始
め
た
の
が
、
今
で
は
十
八
人
の

仲
間
が
、
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ

元
気
一
杯
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
の
内
容
は
、
弱
電
の
下
請

け
、
新
聞
貼
り
、
バ
ザ
ー
に
向
け

て
の
自
主
製
品
な
ど
の
作
業
を
し

て
い
ま
す
。
手
が
き
か
な
い
人
は

麟
聴
専
門
的
指
導
者
を

轟
醸置　
　
　
　
　
　
　
樋
熊
憲
三
郎
さ
ん

　
　
　
お
金
は
か
か
る
が
、
せ
っ
か
く
の
施

　
　
設
だ
か
ら
、
専
門
的
指
導
者
の
配
置
を
。

　
　
　
　
　
　
一

足
を
使
っ
て
、
右
手
が
不
、

自
由
な
人
は
左
手
で
、
み

ん
な
一
生
懸
命
働
い
て
い

ま
す
。
指
導
員
の
春
日
靖

子
さ
ん
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
一
番
う
れ
し
い
の
は
給

鑓
裂
鎚
翻 ｝

ん
な
こ
と
を
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
灘
朝

し
っ
か
り
し
た
人
が
い
な
い
と
問
題
も

起
こ
り
や
す
い
も
の
。
セ
ン
タ
ー
長
一

人
、
あ
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
た
よ
る

の
は
ダ
メ
だ
と
思
う
。

有
効
な
方
法
を
模
索

　
　
　
　
　
松
井
　
　
愛
美
さ
ん

　
管
理
運
営
を
行
っ
て
ゆ
く
社
会
福
祉

協
議
会
と
し
て
は
、
出
さ
れ
た
提
案
、

要
望
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
う
し
た
ら
実

現
で
き
る
の
か
、
そ
の
共
通
項
を
見
い

出
し
、
有
効
な
方
法
を
考
え
て
ゆ
く
。

セ
ン
タ
ー
が
実
際
に
機
能
す
る
中
で
、

具
体
的
に
模
索
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
面
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

を
手
渡
さ
れ
る
と
き
の
顔
は
、

と
っ
て
も
い
い
顔
を
し
て
い
ま

す
。
欲
を
言
え
ば
、
も
う
少
し

お
金
に
な
る
仕
事
が
あ
れ
ば
と

思
う
こ
の
頃
で
す
。

　
し
か
し
、
つ
つ
じ
工
房
は
仕

事
に
と
ら
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
勒

　
　
　
　
　
鱗
聯

仲
間
づ
く
り
や
文
化
的
な
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
地

域
社
会
の
人
達
と
広
く
交
流
の

場
を
求
め
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
立
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
」

つ
て

障
害
者
の
身
に
な
っ
た
も
の
を

　
　
　
　
　
諸
　
　
里
　
　
市
　
　
長

①
管
理
運
営
指
導
者
体
制
（
人
の
問
題
）

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
育
成
・
整
合

の
問
題
　
③
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

㌧
ま

る
輸
送
体
制
の
問
題
な
ど
が
あ
る
こ
と

を
認
識
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
今
後

行
政
、
社
協
と
相
談
し
何
ん
ら
か
の
対

応
を
考
え
、
障
害
者
の
身
に
な
っ
た
も

の
を
将
来
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
何
ん

と
か
前
進
さ
せ
た
い
。

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
基
金
に
ご
協
力
を

　
社
会
福
祉
法
人
・
十
日
町
市
社
会
福
一

祉
協
議
会
（
小
海
徳
治
会
長
）
で
は
、

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
あ

た
っ
て
「
基
金
づ
く
り
」
を
行
い
、
よ

り
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
、
さ
ら
に

将
来
の
施
設
整
備
に
役
立
て
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
す

　
開
園
し
て
五
年
経
過
し
ま
し

た
。
精
神
薄
弱
児
、
肢
体
不
自

由
児
な
ど
の
障
害
を
存
す
る
子

ど
も
達
が
通
園
し
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
基
礎
訓
練
・
食

べ
る
こ
と
・
排
せ
つ
・
衣
服
の

着
脱
を
中
心
に
集
団
生
活
の
適

応
訓
練
、
療
育
技
術
の
指
導
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
十
二
人
が
石
沢
園
長

　
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、

七
月
か
ら
、
市
内
の
各
世
帯
に
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

　
一
世
帯
一
口
（
百
円
）
で
五
ロ
程
度

の
愛
の
ご
援
助
を
お
願
い
し
、
よ
り
広

が
り
の
あ
る
活
動
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ん
の
送
迎
で
通
園
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
、
卒
園
し
た
生
徒

が
、
魚
沼
学
園
、
十
日
町
小
学

校
な
ど
へ
進
級
し
て
い
ま
す
。

　
石
沢
園
長
さ
ん
は
「
専
任
指

導
員
が
二
人
い
ま
す
が
、
よ
く

働
い
て
く
れ
る
の
で
助
か
り
ま

す
し
、
子
ど
も
達
と
指
導
員
、

保
護
者
と
指
導
員
と
い
う
三
者

が
、
本
当
に
連
帯
感
が
強
い
の

で
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
感
じ

た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
つ
く
し
園
の
デ
ィ
リ
ー
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
と
、

登
園
（
通
園
バ
ス
）
、
朝
の
お
あ

つ
ま
り
（
体
操
な
ど
）
療
育
訓

練
・
個
別
指
導
、
昼
食
、
自
由

遊
び
、
片
づ
け
、
お
や
つ
、
降

園
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
少
し
で
も
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
・
、
灘
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
のお帰り前
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L

■
市
議
会
第
2
回
臨
時
会
■

議
　
長
・
斎
木
正
義
氏

副
議
長
・
大
島
昭
三
氏

　
　
　
　
に
決
ま
る

　
市
議
会
第
二
回
臨
時
会
は
、
五

月
二
十
四
日
開
会
さ
れ
、
市
長
提

案
さ
れ
た
「
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
」
　
（
水
沢
地
区
公
民

館
〔
本
体
〕
建
設
工
事
）
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
議
会
関
係
人
事
案
件
に

入
り
、
辞
表
の
出
さ
れ
た
議
長
・

副
議
長
選
挙
を
行
い
、
投
票
の
結

果
、
議
長
に
斎
木
正
義
議
員
、
副

議
長
に
大
島
昭
三
議
員
が
当
選
し

ま
し
た
。

就
任
に

　
つ
ぎ
に
任
期
満
了
と
な
っ
た
三

つ
の
常
任
委
員
、
議
会
運
営
委
員

を
選
任
し
、
各
委
員
会
の
正
・
副

委
員
長
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
「
十
日
町
市
・
川
西
町

衛
生
施
設
組
合
議
会
」
、
　
「
十
日

町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会
」
、

「
十
日
町
地
域
伝
染
病
舎
組
合
議

会
」
、
　
「
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開

発
組
合
議
会
」
の
各
議
会
議
員
が
、

指
名
推
薦
に
よ
り
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

あ
た
っ
て

　
　
ト
義

響
藪

縫
馨
∠
畷

　
　
　
　
斎

　
五
月
二
十
四
日
招
集
さ
れ
た
市
議

会
第
二
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
制
度
が
発
足
し
て
三
十

八
年
。
こ
の
間
に
先
輩
諸
氏
の
築
い

て
こ
ら
れ
た
市
政
発
展
の
た
め
の
ご

努
力
と
歴
史
の
重
み
を
感
じ
な
が
ら
、

議
員
諸
氏
と
と
も
に
精
進
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
世
界
的
経
済
不
況
と
い
う
厳
し
い

経
済
情
勢
の
中
で
、
市
民
の
要
望
は

数
多
く
あ
り
、
市
政
の
こ
れ
か
ら
の

前
途
、
議
会
の
使
命
を
考
え
ま
す
と
、

重
責
を
痛
感
す
る
次
第
で
す
が
、
志

を
新
た
に
し
て
議
長
の
職
責
を
全
う

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
も
と
よ
り
議
会
運
営
は
、
議
会
本

来
の
姿
勢
を
通
す
こ
と
が
重
要
で
あ

り
ま
す
の
で
、
監
査
機
能
を
十
分
に

発
揮
し
、
ま
た
党
派
的
色
彩
を
払
拭

騰…蕪嚢藁饗
蔵
男
義
助
平
一
市
一
雄
義

熊
寛
定
誠
仁
清
金
貞
利
正

口
野
輪
野
村
杉
田
本
藤
木

樋
水
三
庭
上
小
遠
橋
佐
斎

長
長
貝

　
員
員
委
　
　
　
　
　
）

委
副
委
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
総
務
文
教

雄
策
男
蔵
実
郎
松
一
男

辰
耕
和
謙
　
太
清
久
達

　
　
　
　
田
　
隆
　
　
　
山

林
野
上
保
木
山
島
口
宮

小
庭
野
久
斎
村
大
樋
小

長
長
員

　
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

員
委
　
　
　
　
人

委
副
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
建
設
企
業

真
吉
司
正
雄
平
巳
男
三

　
大
洲
　
勝
喜
勝
一
昭

内
村
塚
間
川
山
藤
藤
島

竹
越
飯
半
西
丸
佐
佐
大

長
長
員

　
員
員
委
　
　
　
　
　
）

委
副
委
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
社
会
経
済

委員長樋口　久一
副委員長　越村　　大吉

委　員佐藤　勝巳
　　　樋口　熊蔵
　　　小林　辰雄
　　　佐藤　利雄

轡議員
1会

1・水野寛男・越村大吉

1・竹内　真

し
て
、
市
民
の
負
託
に
応
え
た
い
と

念
願
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　員　　　　　　委　　　　営　　　運　会議

大島昭三
　副議長

　
昭
和
六
十
年
市
議
会
第
二
回
臨
時

会
に
お
い
て
、
副
議
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
十
日
町
市
に
は
、
国

鉄
信
濃
川
発
電
所
第
五
期
工
事
に
伴

竹内　真

一清杉小男一藤佐
員

縄　
　
議
郎
三
員
・
員
・
議

　
　
合
太
昭
議
三
議
松
会

各
耀
鳩
謙
闘
齢
蜻
舗

の
施
村
・
合
大
合
大
組

艶
離
蒲
雄
鮮
墜

選
惣
麟
魏
特
内

張
川
西
・
広
佐
伝
丸
ラ
竹

議　
　
・
・
男
域
・
域
・
イ
・

　
　
市
義
達
地
策
地
正
力
義

　
　
町
定
山
町
耕
町
　
ス
正

　
　
日
輪
宮
日
野
日
間
沼
木

　
　
十
三
小
十
庭
十
半
魚
斎

　
　
●
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

轡一永年勤続表彰一　
　
「
北
信
越
市
議
会
議

長
会
」
か
ら
永
年
勤
続

議
員
に
表
彰
が
行
わ
れ
、

十
日
町
市
議
会
か
ら
つ

ぎ
の
議
員
が
表
彰
を
受

け
ら
れ
、
臨
時
会
の
席

上
で
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

◆
在
職
二
十
五
年
以
上

　
　
竹
内
　
真
　
議
員

◆
在
職
十
年
以
上

　
　
越
村
大
吉
　
議
員

　
　
樋
口
久
一
　
議
員

　
　
小
林
辰
雄
議
員

曝献献伽齢献勢齢卵勢硲献嚇酬酬献齢酬

う
左
岸
対
策
．
水
資
源
確
保
、
克
雪
対

策
等
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
地
場
産
業
の
低
迷
、
こ
れ
ら
に
対

す
る
活
性
化
の
模
索
、
相
次
ぐ
公
共

料
金
の
値
上
げ
の
中
で
、
多
く
の
市

民
に
と
っ
て
毎
日
の
生
活
に
対
す
る

要
求
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
議
会
本

来
の
行
政
機
関
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
声
が
卒
直
に
市
政
に
反
映
す

る
よ
う
議
会
活
動
の
活
発
な
運
営
に

寄
与
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
議
員
の
皆
様
と
と
も
に
市
民
各
位

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

雪
と
生
活
研
究
会
が
発
足
〃

　
　
　
ー
民
間
主
導
の
県
内
で
も
初
め
て
の
グ
ル
ー
プ
ー

　
よ
り
雪
国
の
生
活
に
密
着
し
た

雪
の
研
究
を
行
い
、
冬
の
生
活
を

明
る
く
楽
し
い
も
の
に
し
よ
う
と

こ
の
ほ
ど
、
県
内
で
も
初
め
て
の

民
間
レ
ベ
ル
の
”
雪
の
研
究
会
”

舞

　
ゆ会
講
演
し
ま
し
た
。

総
人
・
活
動
内
容
と
し
て
は
、
①
雪

立設
処
理
ア
イ
デ
ア
結
集
②
技
術
開

や

た
発
研
究
③
研
究
会
や
講
演
会

れ
④
特
許
の
申
請
や
幹
旋
・
調
整
な

藤
ど
．
当
面
7
月
皆
に
、
屋
根
雪

開
処
理
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

鬼　
　
し
て
い
ま
す
。
会
員
も
募
集
中
で

　
　
す
。
（
申
込
み
先
商
工
会
議
所
へ
〉

が
発
足
し
ま
し
た
。
5
月
2
6
日
の

設
立
総
会
で
は
、
会
長
に
田
村
政

治
氏
（
中
島
屋
紋
工
）
を
選
任
し

記
念
講
演
で
は
”
山
の
高
橋
さ
ん
”

ー
高
橋
喜
平
氏
・
岩
手
県
沢
内

村
在
住
　
　
が
約
一
時
間
に
わ
た

っ
て
「
雪
と
人
生
」
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
会
員
数
は
約
60
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農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業
と
し
て
、
ニ
カ

年
継
続
で
中
条
八
幡
地
内
の
県
道
中
条
田
川
線
沿

い
で
進
め
ら
れ
て
き
た
「
十
日
町
市
北
部
地
域
農

村
総
合
広
場
」
　
（
通
称
…
薬
師
プ
レ
ー
ラ
ン
ド
）

の
整
備
工
事
が
完
成
し
、
六
月
九
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
薬
師
プ
レ
ー
ラ
ン
ド
は
、
住
み
よ
い
生
活
環
境

と
地
域
住
民
の
定
住
化
を
は
か
る
た
め
に
造
成
さ

れ
た
多
目
的
施
設
で
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
利
用

で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
余
暇
を
利
用
し
て
、
自
然
に

親
し
み
な
が
ら
快
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

囹
施
設
の
紹
介
　
●
多
目
的
広
場
（
七
、
四
〇
〇

㎡
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
に
利
用
）
　
●
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
兼
バ
レ
ー
コ
ー

ト
ニ
面
（
一
、
三
〇
〇
㎡
、
夜
間
照
明
付
）
　
●

遊
歩
道
（
五
五
〇
m
）
　
●
展
望
広
場
　
●
駐
車

場
（
二
六
台
収
容
）
　
　
総
面
積
一
五
、
○
○
○

㎡
、
総
事
業
費
　
六
、
〇
七
一
万
円

團
使
用
料
金
　
夜
間
照
明
施
設

　
　
　
　
…
…
三
〇
分
、
六
〇
〇
円

囹
使
用
申
し
込
み
　
中
条
地
区
公

民
館
（
智
五
二
－
二
七
四
八
）

囹
位
置
　
桂
交
通
公
園
の
南
側

農
村
地
域
定
住
促
進
対
策
事
業
ー
…
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！

②
薬
師
ブ
レ
ー
ラ
ン
ド
農
灘
響
場
汽

欝
縫

　
懸
欄

　
藻灘襲

．

　　　　覇　　講謹

難灘　
　
　
　
　
腱倉遊歩道

り
上

　
　
　

く
ん
づ
さ
間
子碑ス畑

一
一
テ

諺

　　高校の3年間はテニス（軟式）の毎日でし

　たが、今は勤めの関係で日曜．祭日も仲間と

　なかなかできません。

　　　　　こんな時＼近くに照明付のコー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　トが完成。ワクワクしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

一　これ磯こ・地域にテニスの醐　　　　　　　　　　　翅
　辮　広がればすばらしいと思い翻　　　　　　　　　　　 紫
懸ノ』健康にそセて美容に・皆さ聴ご　　　　　　　　　　　，
　　　　緒こどっですか・　　　薬師プレーランド全景．左がテニスコート、右が多目的広場・ゴ

◆’lllll一『ゆ’lll”’「ひ・・1111’『ひ・IIll酢』ひ・lllllhひ・llll5’『ひ・1”1墜’rひ・量llil’rひ・IIIll’rO』・11”，一rひ・IIlll・rd』IIII』ひ・陰Ill鼻・rひ・llIII・『ひ・lIIllhひ・酢Illl・rφ・・IIII』ひ・ll”lhひ・。“II・『d〉・llll』0・・。1”』0・・III，hひ・IIll』ひ・llIII・rひ・llllトrひ・，Ill』ひ，，Ill』ひ．，1”hO・．，1”』6ト．llll，・rひ、，1”』ひ．IIll，、．

農・綿制定住の　翼を担，でオ　7ン
◆’Illllo『ひ’噌ll墜。「ひ・IIII9’『ひ・岨ll5。「ひ・，Ill5顕rひ・5111』ひ・ol”，’rひ・llIIlor4卜1”1』己卜・olll卜rひ・lllll・rひ・軍1”g・rひ・1”1一・rひ・1且”lgrひ・llll9・rひ・ol”』ひ・llIII・rひ・II”1・rひ・1書”』ひ・ll”hひ・ll”1・rひ・・1”』6トll”1・rひ・1”lo・rひ唖1”hひ・Illl』ひ，しIlll8rひ1書”』ひ．，1”』ひ．，貫”g・rひ．，1”卜rひ．，lllレ『

　　　　地域の力で食堂を運営　．　　・　P，，．…、’．、、、．i．．　．．、・　　　i

　　　　　　桑原　到さん（塩ノ又）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．．．ド灘．・　．　ン　　　　　　　　　　　1
　　　　　6月／6日にオープンする総合案

　　　　内聾設の食堂は・地元の主婦が中　　　、躍懸、難．　，・　”，1
　　　　心になって運営していくことにし　　　　　　　　　　　　羅＿醗．．　難鑛灘．．鐸1，　　　．、　　　・

てい鵡メニューは7種類くらい・山菜な　　、　　慧覇　盤騒’、、．．鋼1
ど地元にあるものを利用していく考えで眺　・．、．＿馨韮妻肇き妻葦韮馨譲き馨妻鐸華鍾繋妻き馨1華馨嚢諜華．臼鱒1

　森舩園は糊の宝ですし・食堂が始まれ…，、’一・醗　』．　贈轟“・慧纏灘藝甕・
ぽ謁広い酎公園を利用して　　・．．蝿　　、・鞭　、一慧一．，、、、．．．　1
　くれるものと期侍して￥今　　　　　　　　　　　　　騨　　、　　卿　　・一　　灘鰍辮　　　 　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ド

灘鎧灘誌長）曝　　』』耀撫葦灘紬麟毒鷺灘灘　　．．．、i

　　　　　　測圃・．酬＿，雛．繁、1←林攣資繋室　総合案議饗倉司

㌦
、
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
新
林
業
構
造
改
善
事
業

ノ
総
合
案
内
施
設
食
堂
　
勲
灘
⑭

　
山
間
地
域
の
振
興
を
は
か
る
た
め
、
昭
和
五
十

六
年
度
に
開
園
さ
れ
た
塩
ノ
又
森
林
公
園
。
昭
和

五
十
九
年
度
か
ら
は
新
林
業
構
造
改
善
事
業
を
導

入
し
て
、
さ
ら
に
多
様
な
施
設
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
公
園
の
中
核
と
な
る
総
合
案
内
施
設
の
食
堂

が
六
月
十
六
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
ト
リ
ム
コ
ー
ス
な
ど
を
利
用
す
る
際
は
、

ぜ
ひ
総
合
案
内
施
設
に
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

．
國
総
合
案
内
施
設
の
紹
介
　
木
造
二
階
建
・
延
床

面
積
一
六
〇
㎡
　
●
一
階
・
林
業
資
料
展
示
室
…

森
林
の
持
つ
役
割
を
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
た
学

習
室
　
●
二
階
・
食
堂
…
三
〇
席
、
テ
ラ
ス
付
、

木
造
り
の
見
晴
ら
し
の
良
い
食
堂
で
す
。
平
日
利

用
の
場
合
は
、
事
前
に
総
合
案
内
施
設
（
盈
五
二

－
五
六
七
一
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

囹
林
間
広
場
な
ど
も
オ
ー
プ
ン
　
林
間
を
利
用
し

　
　
て
、
二
十
六
の
野
外
卓
を
配
置
し
た
広
場
が

　
　
　
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
案
内
施
設
で
バ

　
　
　
　
ー
ベ
キ
ェ
ー
セ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
（
材
料
、
卓
上
コ

ン
ロ
）
も
用
意
し
ま
す
。
事
前
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
も
二
面
増
設
し
て
四
面
に

な
っ
て
い
ま
す
。

蚤
襲
織
騰

木造りのテーブルがなら、ヨミ食堂

己：rおゴ『夢コ『昭和60年6月10日5
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スぷ一ツ健康

　都蒲豊護

たいいく・
スポー●ツコーナー

楽し難灘鰍糧一灘
　難鋸獲麟健康

・総合体育館（体育課）

　　西本町1盈52－4377
・市民体育館

　　学校町1費57－5208

プロ野球

　西　武
　　も艦1ρ“

　　拶

‘一ろ髪公式戦

VS
巨　人

O　捌，・

◎6月16日（日）　午後1時（試合開始）

◎市営笹山野球場

）

特別内野 内　野 外野

前
売
券

大　　　　人
（中学生以上）

　　円2，000 　　円1，000 　　円300

ノ」・　　　　人

（小　学　生） 1，000 500 300

当
日
券

大　　　人 2，500 1，300 500

小　　　人 1，500 800 500

※前売状況により、当日券がなくなる場合が

　あります。

※前売券は、市野球連盟登録チーム、市内スポ

　ーツ店、市民体育館、総合体育館にあります。

第欄彌鋼騨球灘
申し込み受幽薦鱒（％（月）まで）

※詳細は、市報5月25日号を参照してください。

②㊤e②⑧④
～やまみちの会～

　親睦を主にした山登り、スキーの同好会です。

自然と親しみ、、壱、の長いつきあいの出来る仲間を

求めています。

　性別、年齢は問いません。初心者大歓迎です。

〔連絡先〕水野正則（本町4　費52－2481）

　　　　遠田正利（川治上町智57－3079）

灘

　　　　凱皇、昇進報告

　夏場所で好成績を収めた凱皇関が、来庁し、来

場所の活躍を約束。幕内まであと一歩です。

武
道
館
で
、
少
年
相
撲
に

胸
を
貸
す
凱
皇
関
。

十日町体力つくりスイミングスクール起工式

　㈲体力つくり指導協会が、計画を

進めてきた「十日町体力つくりスイ

ミングスクール」の起工式が、5月

27日、土市の現地で行われました。

　オープンは9月上旬の予定です。

会員制で、7月上旬に事務所を開設

して、会員募集をする予定です。

　具体的な運営方法などは、協会と市で構成する運営委員会で決めていきます5

〔運営委員会運営委員〕　笹原正三（㈲体力つくり指導協会理事長）　中野

成章（同理事・スイミングスクール事業推進本部長）　倉本忠雄（同理事・

財務担当）　福田富昭く同理事・青少年育成担当）　本田欣二郎（市助役）

岩田三夫（市教育長）　斎木正義（市議会議長）

市民プールーアルバイト募集

　市教育委藁会饗ぽ、叢驚プールの監

視などを行艦灘腱解薪を募集します。

◆資　格一蕎校率業以壼の学生・生徒

　　　　懸健康懸．泳げる人。

◆期　閲・・線潟憩臼一霧月組臼

◆募集澱員…男蚕藩講名

◆申し込み一総合体糞館内、体育課市

　　　　　民プールアルノ寸イ　ト峯系

※体育課に索し込蒜駕紙があります。

◆締め籾雛◎蜷月器欝佳）必藩

◆勤務条件襟ど詳細については、体育

　　　　　　課まで。

㊥十日町健康ウオーク

～東部自衛団・東部体協～

●期日　6月23日（日）雨天決行

●集合　来迎寺（午前7時半まで）

●出発　午前8時

●参加費　大人500円・小人300円

●申し込み・問い合わせ

　　市民体育館（費57－5208）

　　庭野

　　蕪木
●締め切り

体育指導委員と一緒に快い汗を！ノ

鴫回1」◎ス1ロツ轍室

誠助（盈52－3861）

金一（奮52－2982）

6月21日㈹（当日受
け付けも可）

　　　　　ム

惣融
　会場

内容
総合体育館 中条索 東下組小 野中小 馬場小

馬場小
珠田分校 真田小

名ヶ山小

種　目 レタリンピッタ 軟式テニス レタ・卓球 バド・卓球
レ　タ　・

軟式テニス

レ　ク　・

軽スポーツ
レク・卓球 レタ・民踊

対　象 3人1組（鰍礫響） 一　　般 一　　般 一　　般 一　　般 一　　般 一　　般 一　　般

曜　臼
　金
（毎　週）

　水
（毎　週）

　水
（毎週）

　水
（毎　週）

　水
（毎週）

　金
（月1回）

　火
（月2回）

　火
（月2回）

時　間
午後
7：30～9：30

午後
7：30～9：30

午後
8：00～9：30

午後
8：00～10：00

午後
7：30～9：30

午後

7130～9130

午後
7：30～9：30

午後
7：30～9：30

開始日 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

圃　数 通　年 8　回 5　回 10　回 5　回
2　　回
（％・％）

3　　回
（％・鬼・％）

3　　回
（％・％・％）

体青指導委員

（電話）

庭野雅弘
総合体育館
（52－4377）

湯沢一彦
（57－9166）

丸山亮一
（55－2021）

長津俊男
（57－4862）

川田政春
（58－2057）

宮入健一
（57－2067）

春日　昇
（52－5816）

春日　昇
（52－5816〉

6月の無料開放日は22日（第4土曜日）です

◎体力テスト…コンピュータによるデータ診断

　　会場：総合体育館　時間：午後1時～8時　診断料：50円（データ用紙代）

◎無料開放日…総合体育館・市民体育館・屋外体育施設（野球場、テニスコート

　　　　　　サッカーコート、ナイター施設）を無料開放します。

　　※利用する際には、事前の手続きが必要です。

　　①屋外体育施設の場合は、所定の申し込み用紙で。②受け付け、抽選、許

　　可は、総合体育館で行y・ます。③詳細については、総合体育館へ。
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⑦而民薔能祭

熱
義

23

3
会
無
町

月
～
民
　
　
日

6
時
市
場
＋

　
　
1
　
　
入

時
後
場
　
　
催

　
　
午

日
　
　
会
　
　
主

◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

鰯灘藤轍謝懸翻
テーマ市民と市とで築く個性豊かな

　　　　明るく住みよい地域づくりへの提案

会舞久●

◆出　演　団　体◆

・鐙坂子供扇踊会　　・十日町カラオケ愛好会

・美野里会　　・鶴タ会　　・十日町水和会

・さざんかの会　　・十日町市役所木謡会

16会場

ク　～
口　　入

　　場
ス　　．

　　　　　　　　　　　みや

野2鷺江戸の雅び展

～江戸時代公武の小袖・振袖～

10貧受 6月15日～21日午前9時～午後5時

か5講
、7はり）鉦
　2川’

の3料

（潔日艀藁隼辮）

お鰐
知　～

第4回染織研修講座
、
り

＊期　日　6月15日（土）午後1時～2時30分

せ ＊内　容　江戸時代公武の小袖・振袖について

＊講　師　北村　哲郎先生　　（元文化庁文化財

監査官　共立女子大学教授）

　　　　　　　　　　　　　皆さんの意見を広く市政

　　　　　　　　　　　　に反映させようと、昭和54

　　　　　　　　　　　　年度にスタートした「広聴
59年度東下組地区広聴会　　会」も7年目を迎えました。

　今までの広聴会を振り返えり、皆さんのより積極的な

参加をと、今年度から「市民と市とのまちづくり懇談会」

と改め開催します。

　詳細については、6月25日号おしらせ版に掲載します。

＊おめでとうございます。小林賢秀さん

　　　　　　　　　　　　　　保護司、人権擁護委員、

　　　　　　　　　　　　　民生委員など、長年にわた

無　　灘撫鴛鷺
　　爆翻　　　　　　　　『の天皇陛下の催しの園遊会

．盤抽　　灘に轄儲魏論
　小林賢秀さんご夫妻　　　小林さんです。

∞∞

藻
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囹

臆
諮
一
図
回
．
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欺
　
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

欺
・
、
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

廠
　
　
修
　
　
田
　
　
シ

蝋
　
夢

欺激蝋
「
雪
で
は
な
く
、
雨
と
い
う
形
で
降

罫
て
く
れ
る
な
ら
・
こ
ん
な
あ
り
が

激鼠
た
い
こ
と
は
な
い
で
す
。
自
然
に
流

厭
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ

鼠
の
地
方
に
降
ヶ
て
く
る
水
分
は
、
ほ

鼠蝋
と
ん
ど
が
雪
で
す
。
降
り
落
ち
た
ま

窟
ま
、
じ
っ
と
居
据
っ
て
動
か
な
い
。
屋

蹴
根
の
雪
落
－
し
で
市
民
は
疲
れ
る
。

蝋
道
路
の
除
雪
で
費
用
は
か
か
る
。
ま

鼠
っ
た
く
迷
惑
な
存
在
で
す
。
と
こ
ろ

罫
、
鼠
力
　
こ
の
十
日
町
に
と
っ
て
は
迷
惑

鼠
千
万
な
雪
が
他
の
地
方
に
恵
み
を
あ

罫
え
て
い
る
の
で
す
よ
・
冬
の
あ
い

蝋廠
だ
私
た
ち
が
苦
労
し
て
持
ち
こ
た
え

鼠
て
き
た
雪
が
、
春
に
な
る
と
少
し
ず

廠
つ
融
け
て
信
濃
川
に
流
れ
こ
む
・
そ

激鼠
れ
が
越
後
平
野
を
う
る
お
し
て
い
る

鼠
の
で
す
。
雨
だ
っ
た
ら
、
い
っ
ぺ
ん

酋
流
れ
下
っ
て
下
流
は
洪
水
で
し
ょ

廠欺
う
。
雪
は
川
を
治
め
山
を
治
め
る
…
。

鼠
と
こ
ろ
で
、
十
日
町
に
国
鉄
の
発
電

緊
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
な
・

廠
　
十
日
町
の
近
在
の
千
手
と
い
う
と

蝋
こ
ろ
に
国
鉄
の
直
営
の
発
電
所
が
あ

鵬
っ
て
、
東
京
の
山
手
線
と
京
浜
東
北

激
線
の
電
車
を
走
ら
せ
て
い
る
。
そ
れ

蝋
は
知
っ
て
い
た
・
雪
解
け
の
水
を
使

鼠蝋
っ
て
電
気
を
起
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

犠
肇
凝
疑
選
聚
選
藁
選
凝
凝
選
肇
装
凝
肇
選
凝
凝
姦
選
凝
焚
疑
凝
選
疑
楚
炎
凝
凝
疑
疑
翼
凝
蚤
疑
蔓
疑
遜

白
き
湖
底
の
町
に
て

旅
行
作
家

い
わ
ば
「
雪
力
発
電
所
」
で
あ
る
。

「
こ
の
地
方
は
、
雪
の
ダ
ム
湖
で
す
。

自
分
た
ち
に
と
っ
て
は
何
の
役
に
も

立
た
な
い
ド
カ
雪
に
埋
も
れ
て
、
雪

の
降
ら
な
い
東
京
に
奉
仕
し
て
い
る

の
で
す
」

　
そ
し
て
諸
里
市
長
は
言
っ
た
。

「
せ
め
て
、
鉄
道
の
一
本
ぐ
ら
い
敷

い
て
く
れ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
、
こ
の
白
い
ダ
ム
湖
の
底
に
沈
ん

だ
町
や
村
の
た
め
に
」

　
そ
の
晩
は
、
国
鉄
千
手
発
電
所
近

く
の
宿
に
泊
っ
た
。

　
翌
朝
、
窓
を
開
け
る
と
、
眼
下
に

粉
雪
に
か
す
む
用
水
池
が
あ
り
、
鴨

が
群
れ
て
い
る
．

　
池
の
縁
に
張
り
出
し
た
雪
庇
が
、

と
き
ど
き
崩
れ
て
池
に
落
ち
る
。

「
八
時
ご
ろ
に
な
り
ま
す
と
ね
、
国

電
の
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
ワ
ー
で
、
急
に

水
位
が
下
が
り
ま
す
」

　
と
高
野
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ
る
。

　
は
た
し
て
水
位
が
下
が
り
は
じ
め
、

三
十
分
も
す
る
と
池
の
底
の
泥
土
が

透
け
て
見
え
て
き
た
。
こ
れ
で
は
水

が
底
を
つ
く
ぞ
と
心
配
し
て
い
る
と
、

ま
も
な
く
水
位
の
低
下
は
止
っ
た
。

心
細
い
発
電
所
だ
が
、
夕
方
の
ラ
ッ

シ
ュ
時
ま
で
に
は
雪
解
け
水
が
貯
っ

て
く
れ
る
か
ら
大
丈
夫
な
の
だ
そ
う
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で
あ
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

　
き
ょ
う
は
松
代
へ
行
く
予
定
に
な
廠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

っ
て
い
る
。
松
代
は
北
越
北
線
の
沿
欺

線
で
は
十
日
町
に
次
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町
で
、
人
口
鼠

は
約
全
で
あ
る
・
　
　
　
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

　
十
日
町
か
ら
松
代
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ご
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近
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直
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距
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窟

　
》
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ご
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し
カ
な
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国
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三
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い
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通
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な
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、
。
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、
　
　
蝋

）
途
中
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薬
師
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－
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最

わ
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雪
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な
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な
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い
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・
北
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越
北
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開
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れ
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ト
ン
ネ
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の
蝋

連
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地
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縁
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一⊥＿＿、

一鑑課隷澱遷
気をつけま，鍵2ピ㈹ぶ

　　しよう～泌理謹ヌ

5月の交通事故発生状況 （）内59年

市町村名 発生件数 死者数 負傷者数

十日町市 8（11） 0（O） 8（11）

川西町 1（1） 0（1） 3（0）

津南町 1（2） 0（0） 1（2）

中里村 1（4） 0（O） 1（4）

小　　計 11（18） O（1） 13（17）

累　　計 39（47） 1（1） 43（49）

注意してくださ㌧灘離鎌繊貰害

し尿浄化槽　清掃はすみましたか？

鶏糞・豚糞　畑の肥料に使うときは、悪

　臭対策を万全に。

犬・猫・鳩などペットの糞　ペットの責

　任は飼い主にあります。

第3回子どもに学ぶ家庭教育講座

～子どもの心と触れあう親の言葉～

時
場
費
先

　
　
　
絡

日
会
会
連

◆
◆
◆
◆

6月19日㈱　午後7時～9時

市民会館

300円
十日町家庭教育研究グループ

　中村く智52－4441）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　レ　　　　　　　　　　　レ　　レや

樹懲墾懸繹業員募集

募集職種・採用予定人員

　①営業部門　フロント、客室、ゲート、

　　スポーツ施設、遊園施設……若干名

　②接客部門　ラウンジ、食堂、宴集会

　　場、厨房……若干名

　③総務部門　会計、用度、管理（電気

　　技士・ボイラー技士）……若干名

職種内訳

　①職員、準職貝　年齢30歳前後（経験

　　者は40歳位）までで通勤可能な人

　②冬期アルバイト　55歳位までの人

　※いずれも、高校卒業以上または同等

　以上の学識があると認められる人。

応募方法

　　所定の応募票に6月10日現在の履歴

　書を添えて、6月29日までに下記へ。

　◎津南大規模年金保養基地開業準備

　事務所　　（〒949－82　中魚沼郡津南

　町・津南町役場内　智65－4611）

　◎十日町公共職業安定所
　　（〒948市内下川原町　盈57－2407）

試験　書類選考のうえ面接試験を実施。

採用予定時期　昭和60年10月～11月

＊新潟県男子警察官（大卒）募集＊

応募受付期間　6月1日仕）～7月25日休）

受験資格　昭和33年4月2日から昭和39

　年4月1日までに生まれた男子で①大

　学（短大を除く）を卒業した人、また

　は②昭和61年3月31日までに卒業する

　見込みの人。

試験日・場所　・第1次試験　8月4日
　（日）新潟市（白新中学校）

　・第2次試験　9月上旬　新潟市

申し込み手続き　受験申し込み用紙は、

　十日町警察署、本町派出所、各駐在所

　にあります。

　　～十日町警察署　費52－3171～

●圏D登記関係手数料の

　納付方法が変わります

　登記簿などの謄抄本交付・閲覧・証明

の申請に要する手数料は、7月1日から

は、従来のように「収入印紙」でなく、

「登記印紙」によって納めることになり

ます。この印紙は、十日町郵便局で販売

されます。

　また、手数料の額も7月1日から改定

されます。

　◆登記簿謄抄本……1通につき400円

　　（1通が10枚を超えるものは、その

　超える枚数5枚ごとに100円加算）

　◆不動産登記簿の閲覧や登記事項に関

　する証明……1件につき200円

　～新潟地方法務局十日町出張所

　　　　　　　　　盈52－2575～

目

o。

　
　
　
問
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せ
先
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市
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くらしの巡回講座

　最近、訪問販売などによるトラブルが

多発しています。こうしたトラブルの発

生を未然に防止するため、くらしの巡回

講座を開きます。

時
場
容
師

日
会
内
講

6月28日働　午後1時～3時

吉田地区公民館

人ごとでない訪問販売トラブル

県消費生活センター所長

農業者年金相談会
　農業者年金相談会を開催します。

　農業者年金の加入者、受給者は、個々

に相談に応じますのでお気軽にどうぞ。

県の相談員が相談にあたります。

　日時　6月20日休）

　　　　午前10時30分～午後3時
　会場　市保健センター

　※相談を希望される人は、6月18日ま

　でに市・農業委員会（盈57－3111㊥120・

　121）へ連絡してください。

◆日時6月30日（日）

　　　　午前9時30分～午後3時
◆会　場　十日町高校西体育館

◆会　費　500円（資料代　当日徴収）

◆申し込み　6月24日までに市・青少年

　ホーム（暦57－8918）へ。

◆その他　昼食と内ばきを持参すること

　～主催　十日町市教育委員会～

実施期日 受付時間 会　　場 検　査　実施　の　区　域

6月25日

（幻

午前9：30
～午前11：00

吉田地区公民館
（智52－2874） 吉田地区全域

午後1：30
～午後3：30

川治地区公民館
（低52－2223）

川治地区全域・六箇地区全域
〆ただし高山、春日町、高田町4・5・6、錦町、桜木町、
～美雪町、塚原町、河内町、干歳町、寿町、山本町を除くノ

6月26日

㈹
午前9：30
～午後3：30

中条地区公民館
（智52－2748）

中条地区全域（ただし新座、本町7を除く）

6月27日

㈲
午前9：30
～午後3：30

つ　く　し　園
（盈58－3945） 水沢地区全域

6月28日

團
午前9＝30
～午後3：00

下条地区公民館し
（盈55－2004） 下条地区全域

7月2日

（幻

午前9＝00
～午前10：15

市民体育館
（盈57－5208）

西本町1・2、千代田町、八幡田町、下川原町、学校町1・

2、若宮町、宮下町東・西、諏訪町、神明町、水野町

午前10：15

～午前11：30 高田町1・2、田中町全域、本町6全域

午後1：00
～午後2：15 本町4、旭町

午後2：15
～午後3：30 本町2、本町3

7月3日

困

午前9：00
～午前10：15

高田町3全域、昭和町全域

午前10：15

～午前11：30

丸山町、西寺町、七軒町、泉町、関口樋口町、
加賀糸屋町、稲荷町全域、西浦町東・西

午後1：00
～午後2：15

駅　通　り

午後2115
～午後3：30

本町1上、本町1下、本町東1、本町西1

7月4日

㈲

午前9：00
～午前10：15

上川町、川原町、田川町全域、島、江道、猿倉、
津池、菅沼、大池、赤倉、本町7全域

午前10：15

～午前11：30

新座全域、錦町1・2、美雪町1・2・3、春日町1・2・3、

寿町1・2・3・4、河内町、桜木町、千歳町、塚原町

午後1：00
～午後2：15 山本町1・2・3・4・5、高田町4

午後2：15
～午後3：30 高田町5・高田町6

7月5日

㈹

午前9：00
～午前10：15 袋町全域、栄町、本町5

午前10：15

～午前11：30 高山全域
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子1宮がん検診
～早期発見が、がん制圧の第一歩～

実施期問　7月1日～30日

申し込み方法　市政事務嘱託員さんを通

　じて申込書が回覧されますので、記入

　してください。

申し込み締め切り日　6月22日

対象者　満30歳以上の希望者です。

受診日の通知　受診日、受け付け時間な

　どについては、個人通知します。

検査料　自己負担額は600円です。ただ

　し、老人保健法医療受給者、生活保護

　世帯、住民税非課税世帯は無料です。

　納入は銀行、農協など最寄りの金融

　機関へ。

問い合わせ先　市・保健衛生課

　　　　　　　暦57－3111㊥502

十日町保健所

総合相談所
　自分や家族の人で心や身体の健康にっ

いて心配な人、栄養や食品に関すること

など、お気軽に相談してください。

　日時　毎週火曜日　午前9時～11時

　　　　　　　　午後1時～4時
　※医師による健康診断を希望の人は、

　第1・3火曜日の午後1時から2時ま

　での間に受け付けをしてください。

料金　相談は無料ですが、検査につい

　ては条例に基づき料金を徴収します。

　～十日町保健所　盈57－2400～

献血車日程
　　　〈時間：午前10時～午後3時〉

6月27日困　島善織物㈱谷内丑工場

　　28日囲　㈱花　頒（若草）

　　　〈時問：午前10時～午後4時〉

　30日（日）沢乃井酒店

一一明日といわず今献血を一一’

　　寄付ありがとう
　　〈4月26日～5月25日〉
社会福祉事業へ　〉丸山二三子　　2，400

円　〉岡村建治（北新田2）1，000円

〉農協福祉会館　5万966円　〉ビジネ

スホテル大野屋　4，300円　〉市傷痩軍

人会　　5，800円　〉知足会　　3，300円

レ高田町1丁目青年部　1万2，980円

〉千代田生命　　1，200円　〉電気友の会

2万1，376円　〉加賀糸屋町　2，000円

〉原寿会　　5，000円　〉十日町ひま人ク

ラブ　4万3，891円　〉匿名　1，000円

〉魚弁　毛布20枚、夏掛けふとん20枚、

マットレス15枚　身障者福祉センター基

金　〉市傷痩軍人会　10万円　身障者研

毒圓…塾…月歯…炎……薩…防藁接i藝垂…

該当者　接種日現在満3歳から学齢まで

　で、っぎに該当する児

　◎初回免疫①満3歳に達した児②

　今までに初回免疫を完了していない児

　……1～2週間隔で2回接種
　◎追加免疫　前年に初回免疫を完了し

　た児……1回接種
接種料金　1回・350円

接種前の注意

　①接種日の朝、昼の体温を忘れずに計

　っておいてください。

　②風邪などで接種の不安な人は、よく

　主治医と相談しておいてください。

　③子どもの健康状態をよく知っていて，

　問診票の記入ができる人が、必ず同伴

　してください。

接種を受けられない児

　①発熱している児または著しい栄養障

　害の児

　②1年以内にけいれん症状を起こした

　ことがある児’

　③BCG接種をした後、1ヵ月を経過

　していない児

持参するもの

　①母子健康手帳、印鑑　※忘れた場合

　は接種を受けられません。

　②市内に住所のない人が接種を受ける

　場合は、住民登録のある市町村から予

　防接種実施依頼書の交付を受けて持参

　してください。

問診票の記入について

①接種当日あ健康状態を知る重要なも

　のです。保護者が同伴できない場合は、

　事前に市保健センターへ母子健康手帳

　を持参し、問診票を受け取り記入して

　ください。

②保育所、幼稚園児は、保育所などを

通じて問診票を配布します。接種は保

　育所などの日程で受けてください。

対象地区名
接　　種　　月　　日

受　付　時　間 実施会場1　回　　目 2　回　　目

吉田小学校区
6月21日㈹ 6月28日働

午後2時　　～2時10分

受
付
時
間
は
守
つ
て
く
だ
さ
い

吉田小学校
名ヶ山小学校区 午後2時40分～2時50分 名ヶ山小学校

馬場小学校区
6月25日（幻 7月2日（幻

午後2時　　～2時10分 馬場小学校

珠田分校区 午後2時40分～2時50分 珠田分校
中条小学校区 6月26日困 7月3日㈹ 午後1時45分～2時15分 中条小学校

水沢小学校区
6月27日休） 7月4日休）

午後！時45分～2時15分 水沢保育所

東小学校区 午後1時45分～2時15分 東小学校
下条小学校区

7月2日（幻 7月9日（幻
午後1時45分～2時15分 下条公民館

東下組小学校区 午後2時50分～3時 東下組小学校
十　日　町ナ也区
　（国道より東f則） 7月3日困 7月11日休） 午後1時45分～2時15分 保健センター’

鐙島小学校区

7月5日㈹ 7月12日㈹

午後2時　　～2時10分 鐙島小学校
真田小学校区 午後2時40分～2時50分 真田小学校
飛一小学校区 午後2時　　～2時10分 飛一小学校
飛二小学校区 午後2時30分～2時40分 飛二小学校
枯木又分校区 午後2時50分～3時 枯木又分校
六箇小学校区

7月11日㈲ 7月18日休）
午後2時　　～2時10分 六箇小学校

野中小学校区 午後2時40分～2時50分 野中小学校
川治小学校区
八箇小学校区 7月17日㈱ 7月25日㈲午後1時45分～2時15分 保健センター
十　日　町士也区
　（国道より西f則）

7月18日休） 7月26日㈹午後1時45分～2時15分 保健センター

修旅行へ　〉本町5・6丁目青年部　3

万円　香典返し　〉高橋喜義（住吉町）

3万円　〉保坂知一（南鐙坂）5万円

交通遺児等援助基金　〉関口潔（加賀糸

屋町）1万7，985円…廃品回収分　消防

防災施設へ　菅村三好（西寺町）20万円

東北轟灯を寄贈

目録をわたす星十日町営業所長

　東北電力で

は「春のサー

ビス旬間」の

一環として、

市へ防犯灯8

基を寄贈され

ました。

　国際交流・文化スポーツ基金

　　　　…ありがとう

　〈2，146万2，937円　5月末現在〉

〉馬場良朗　3万円

作業停電
◆6月19日㈱　午前8時～正午　中条旭

町、上町、旭ケ丘、中条島の各一部　中

町、下町の全部　◆6月25日㈹　午前8

時～正午　本町6の1・3、稲荷町2、

八幡田町、上川町の各一部　午後1時～

5時　川原町、田川町1の各一部　◆6

月28日囲　午後1時～5時　土市2の一

部、土市5、幸町、姿1・2の全部

9 盈r6ゴ『夢3昭和60年6月10日
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　した。カニや魚と遊んでいるとこ　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　木の芽・ぜんまいが大好きです・
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は
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が
大
事
で
、
そ
の
た
め
に
も
、
若
い
時

か
ら
始
め
る
の
が
理
想
だ
そ
う
で
す
。

　
「
丹
精
込
め
て
育
て
た
も
の
を
、
頼

ま
れ
て
人
に
譲
る
時
は
、
娘
を
嫁
に
出

す
心
境
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
六
年
前
に
、
十
日
町
盆
栽
会
を
創
設

し
、
現
在
は
幹
事
長
。
会
員
は
約
三
十

人
。
会
員
同
志
の
品
評
会
、
春
・
秋
の

展
示
会
な
ど
の
世
話
役
で
忙
し
い
毎
日

と
の
こ
と
。
　
　
　
（
四
日
町
新
田
3
）

　
　
℃
　
高
　
十
　
妙

　
ヤホ慰

　
に日

年
一
某月

看
俸

／

消
防
訓
絃
日

7、1

目
－
亙
た
・
な
U

居
匁
り
聡
P
貝

舘
＆
な
乏

　
豪
か
わ

惨
停
璽

　　　　　　　　鋤

　　　．肇茗

シ
ワ
ワ
ン

翻
姦
繕
藪

冴
．
6

か
加
、
次
と
窪
御

率
故
弥
ゑ
乳
け

屡
そ
か
－
b
め
諭
Q
翻

P公幻

一
グ
灸
碁

シ
リ
ツ
ワ

　人ロのうごき
■人　口　48，265人（一14）

　　　男　23，750人（一10）

　　　女24，515人（一4）

■世帯数　12，365　（±O）

＜5月31日現在・住民基本台帳〉

飛渡地区青年会議を結成
～自分達の住みよい地域を育てよう～

　　　農業先進地視察（山形県高畠町）

　「自分達の住んでいる飛渡地区を自分達

の手で、住みよい地域にしよう」と平均年

齢30歳の10人の若者によって、飛渡地区青

年会議が5月結成されました。

　過疎化現象をはじめ地域のかかえている

問題点を直視しながら、地域への広報活動、

村づくり勉強会、世代交流討論会、農業先進

地視察など、一歩一歩前進しようとしてい

ます。

■Nα6■撃
も

糾
ー

　　　　　　　　　　　ち　ゆ　り
　　　　　　　村山千佑里ちゃん（る．齊

　　　　　　　　村山佳久・ユキイさん（岩野）長女

　私＼ちゆりです。お父さんがつけてくれたの。

＼佑＼＼という字が．人をたすけるという意味な

んだって。毎臼．近くの公園で遊んでるの。お

人形さんをオンブもするの。お客さんがくると、

お茶のおもてなしもできるのよ。「名前のよう

にやさしく、そして健康に育って」て．お田さ

んは言ってるノ。

編
萎
か
ら
麟
．

◎
全
国
各
地
で
、
地
域
づ
く
り
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
“
そ
こ
に
住
む

人
達
と
行
政
が
責
任
を
分
担
し
あ
い
、

活
力
と
個
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
”
を

目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
市
内
で
も
、
下
条
地
区
で
す
す
め
て

き
た
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
事
業
は
、
市
民
と

「チョット甘えん坊なノ

行
政
の
共
同
の
ま
ち
づ
く
り
、
公
設
民

営
化
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
七
年
目
を
迎
え
る
「
広
聴
会
」

も
、
こ
ん
な
中
、
よ
り
積
極
的
に
共
同

の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う
と
、
「
市

民
と
市
と
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
に

改
め
来
月
三
日
か
ら
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
参
加
を
．
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